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（公印略） 

 

専門学校教育研究会 

高等教育段階における負担軽減方策に関する研究会 

～ 文部科学省･専門家会議の検討状況報告から ～ 
 

 時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より当協会活動にご理解

ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 現在、文部科学省では、平成 29 年 12 月 8日に閣議決定された「新しい経済政策パッ

ケージ」に基づき、高等教育の無償化措置を具体化するために、高等教育段階における

負担軽減方策に関する専門家会議を設置し、2020 年 4 月からの実施を目指し、議論を

進めております。 

 今回は、専門家会議委員、文部科学省の政策担当者を講師に迎え、政府の負担軽減策

がどのように専門学校振興策に反映されいくのか、皆様と情報を共有する研究会と致し

たいと思います。 

ご多忙とは存じますが、多数の先生方にご参加いただきますよう、ご案内申し上げま

す。 

 

記 

 

１ 日 時  平成３０年７月９日（月）１３：３０～１６：００ 

２ 場 所  アルカディア市ヶ谷 私学会館 

         <交  通>   ＪＲ/地下鉄 市ヶ谷駅徒歩２分  ℡03-3261-9921 

３ 参加費  無料 

４ 対 象  理事長、校長、事務職員、教員、専門学校関連団体 ほか 

５ 定 員  １７０名 

６ 申 込  同封 FAX 申込書にて、７月３日までにお申し込み下さい。 

但し、定員になり次第締め切らせていただきます。 

 



研究会の内容 

13:00 受  付 

 

13:30 開  会 

司会 

         公益社団法人東京都専修学校各種学校協会 副会長 

東京メディカル・スポーツ専門学校 学校長       関口 正雄 

 

挨  拶 

   公益社団法人東京都専修学校各種学校協会  会長 

学校法人メイ・ウシヤマ学園  理事長         山中 祥弘 

   

13:40 「高等教育段階における負担軽減方策に関する専門会議からの報告」 

(30min） 公益社団法人東京都専修学校各種学校協会 常務理事 

高等教育段階における負担軽減方策に関する専門会議 委員 

学校法人片柳学園理事長                千葉  茂 

 

14:10 「高等教育の負担軽減の具体的方策について」 

（1h）  文部科学省 文部科学戦略官               伯井 美徳 

 

15:10 「負担軽減の具体的方策を踏まえた専門学校の対応」 

(30min）  文部科学省 生涯学習政策局 専修学校教育振興室室長  廣野 宏正 

 

15:40 質疑 

 

16:00 終了 

（敬称略） 

 

講演タイトル、時間の配分など、都合により変更になる場合があります。 

 

 

 

 

                 〒151-0053 渋谷区代々木 1-58-1 石山ﾋﾞﾙ６階 

                     公益社団法人東京都専修学校各種学校協会 

                      ℡03-3378-9601  FAX03-3378-9625 

                                                           担当：斎藤・金刺 



 

ＦＡＸ０３－３３７８－９６２５ 

 

高等教育段階における負担軽減方策に関する研究会 

ＦＡＸ申込書 

              於：アルカディア市ヶ谷私学会館 

             平成３０年７月９日（月） 

                                   13 時 30 分～16 時 00 分（受付 13 時より） 

 

参加者氏名 役職名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（申込締切り６月２９日） 

 

 

 

【学校名】                                                

 

【担当者名】                     【電話】                  

 

 公益社団法人東京都専修学校各種学校協会 

℡03-3378-9601 FAX 03-3378-9625  

                                              担当： 斎藤・金刺 

 


